






















































































































































































































































⑥抱ーと吉原については拙稿 「〈抱一〉 の誕生J（『近世文芸 研究と評論j六一号・二00一年一一
月刊）参照。
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＊酎蟻要旨
鈴木淳氏は、「罰魂たずあり明の鏡たて」の句について、もとになった其角の句が吉原の枠組に取
り込まれているから都会性があり、この句もそれを踏襲している、という指摘だったが、ホトトギス
は俳諸において代表的な夏の景物であり、鈴木春信の『絵本青楼美人合jにも多く見えるし、高尾の
句と称される「君はまだ駒形あたりほととぎす」もある、吉原を詠む俳譜ではホトトギスが出てくる
のはある意味当然である、特に都市性を強調する意図は何か、と尋ね、発表者は、其角『五元集jに
はホトトギスの句が多数ある、また其角は江戸あるいは吉原に取り込まれた人物である、この両者が
一体となって「都会の中のホトトギス」をイメージさせる、と答えた。
鈴木氏は、抱ーが江戸市中から千束村に移住し、吉原で遊んだというのは、ある意味都会を離れた
とも言えるが、それを含めて大きな意味では都会と言えるかもしれない、とまとめた。
-136-
